
都道府県名 福井県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 南 条 小 学 校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数
学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １４ ２２
児童数 ６５ ５９ ５７ ５６ ６７ ６９ ７ ３８０

Ⅱ 研究の概要

１ 研究主題

自ら学び、考え、確かな学力を身に付ける子の育成
国語科・算数科における指導方法の工夫

２ 研究内容と方法
（１） 実施学年・教科

１，２年・・・・・・・ＴＴ指導（国語科、算数科）
３，４，５，６年・・・ＴＴ指導と少人数指導（国語科、算数科）

単元によって、習熟度別および課題別に、２クラスを３～４コースに分ける
３，４，５，６年・・・一部教科担任制（理科）

（２）年次ごとの計画

○テーマ
「自ら学び、考え、確かな学力を身に付ける子の育成」

平 国語科・算数科における指導方法の工夫
○研究の見通し

成 ・児童の問題解決力を伸ばし 「確かな学力」の向上を図るための個に応じた効果的、
な指導方法を探る。

○研究の内容・方法15
・本校児童の学力調査および学習への意識調査結果の分析

年 ・他の学力向上フロンティア校の実践研究の把握・検討
・校内研究会で「確かな学力」の定義や指導方法の工夫改善についての共通理解

度 ・効果的に働く国語科、算数科の少人数対応年間指導計画立案
・授業形態の研究とスキル学習などの充実
・少人数指導等の指導方法の工夫・改善について、保護者への啓発および理解と協力

平 ○テーマ
「自信を持って、生き生きと学び続ける子の育成 ・・・予定」

成 ○研究の見通し
・１年間の取組みから得た「個に応じた指導方法の工夫改善策」を再検討し、さらに
児童の「学ぶ意欲」を高め 「生きる力」を育成していく。16 、

○研究の内容・方法
年 ・１５年度の反省や課題を元に、授業形態の更なる工夫と指導計画の再編成を行う。

・研究の成果を伝え、保護者や地域の理解と協力を得る。
度



（３） 研究推進体制

○研究組織
低学年部会

研
究 全 国語部会
推 体

校長 教頭 進 研 中学年部会
委 究
員 会 算数部会
会

高学年部会
○研究体制の工夫
・国語科、算数科で少人数指導に対応するため、学年統一時間割を編成した。
・授業研究を通して、より効果的、きめ細かな指導の工夫改善を図る。
・算数の時間において、学習事項の定着度を把握し、次に活かすために、授業の最後５分
間ミニチェックテストを実施しする。

・朝の読書タイムやスキルタイムの指導計画を立て、目的を持って取り組むことにより基
礎・基本の定着の助けとする。

・全教師の共通理解の下、ノートの使い方や学習の準備の仕方など、正しい学習習慣の定
着をめざし継続的に指導する。また、保護者にも協力を得る。

平成１５年度の研究の成果および今後の課題Ⅲ

１ 研究の成果

本校では 「自ら学び、考え、確かな学力の育成」を掲げ、児童の学習に対する意識の変、
化と学習の基礎・基本の定着とを把握するために調査を計画的に行った。
次のグラフは４月当初と翌年の１月の児童の授業に対する意識調査結果の比較である。

この結果から中学年、特に４年の算数に対する意識が向上したことが分かる。これは４
月の調査結果が他の学年と比較して低かったので、４年については、２クラス４人体制で
指導を継続してきたことが効果的だったと考える。逆に６年は、昨年の４人体制から３人
体制に指導者の数が減ったことが意識低下の要因と考えられる。

、 、 、 、また 次のグラフは 昨年度１２月に行った県学力調査の分析結果と 本年度１２月に
同様の問題を行い、分析した結果との比較である。
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本年度研究を続けた結果から、本校の児童は、国語の「話す・聞く」と「言語について
の知識・理解・技能」の観点は良好と言える。しかし、算数の「数学的な考え方」の観点
は他に比べて低い。このような傾向を掴んだことにより、今後の指導方法の工夫改善の方
向性が見つけられた。今後も調査分析を行いながら、取組みを続けて行くことが大切であ
ると考えている。

２ 今後の課題

○個に応じた指導がさらに効果的に行われていくためには、児童の学習の状況を適切に把握
でき、意欲を引き出す教師の資質や能力の向上が大切である。

○重点的に指導する領域や児童に定着しにくい領域の洗い出しを行い、本校のカリキュラム
と評価規準の一層の充実を図る必要がある。

○発展的なコースで学習するのにふさわしい問題等の教材開発を行う。
○少人数指導においても、差別感を味わわせず 「学び合い・教え合い」の態度を身に付け、
させる手立てを探る。

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

○意識調査
、 。本校の取組に対する児童の意識を知るために 学期に１回授業に対する意識調査を行う

また、保護者にも取組みの趣旨を説明し、児童の家庭での反応などを見てもらい、取組み
に対する意識調査を学期に１回行い、共通理解を図るように努力する。

○県が実施している学力調査の問題を、毎年１２月に行い、観点別到達度の変化をみる。

フロンティアスクールとしての研究成果の普及Ⅴ

○平成１５年度に中間発表会を実施
日 時 平成１６年２月１９日（木） 午後２時２０分より
テーマ 「自ら学び、考え、確かな学力を身に付ける子の育成」
対 象 丹南地区小中学校教職員、保護者等
内 容 授業公開 ２年算数ＴＴ指導、６年算数少人数指導

３年国語少人数指導
全体会 本校１年目の実践発表

○平成１６年度に研究発表会を予定（詳細は未定）
○ホームページ作成 平成１５年度の研究について現在作成中である。

◇次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること（複数チェック可）

【新規校・継続校】 ■１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校

６学級以下 ７～１２学級【学校規模】 □ □

１９～２４ 学級■１３～１８学級 □

□ ２５学級以上

【指導体制】 ■少人数指導 ■Ｔ．Ｔによる指導

■一部教科担任制 □その他

【研究教科】 ■国語 □社会 ■算数 理科■

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭

□体育 □その他

【指導方法の工夫改善】 ■有 □無
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